
JP 4829014 B2 2011.11.30

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モルタル用の原料粉体と水からモルタルを連続的に製造するモルタル連続練り装置であ
って、
　軸心を中心に回転駆動され前記原料粉体を軸方向に供給する粉体供給スクリュー軸と、
該粉体供給スクリュー軸を変速可能に回転駆動する可変速駆動モータとを有し、その回転
速度により原料粉体の供給量を調整可能な粉体供給装置と、
　軸心を中心に回転駆動され原料粉体と水を混合しながら混練してモルタルを連続的に製
造するモルタル混練軸と、該モルタル混練軸を変速可能に回転駆動する可変速駆動モータ
とを有し、その回転速度によりモルタル性状を調整可能なモルタル混練装置とを備え、
　前記粉体供給スクリュー軸は、排出口近傍に設けられた螺旋羽根と、
　前記螺旋羽根より上流側に位置し原料粉体をほぐしながら螺旋羽根に供給する複数の攪
拌板とを有する、ことを特徴とするモルタル連続練り装置。
【請求項２】
　前記粉体供給装置は、前記粉体供給スクリュー軸の上方に位置し、原料粉体を上方から
受け入れ保有する漏斗状の粉体ホッパーを有し、
　該粉体ホッパーは、その中間部に分散板を有し、該分散板上に原料粉体を保有しその外
周部又は中間部から原料粉体を下方に供給する、ことを特徴とする請求項１に記載のモル
タル連続練り装置。
【請求項３】
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　前記モルタル混練軸は、原料粉体と水を混合しながら、該粉体と水を軸方向に移動する
複数の傾斜板と、隣接する２枚の傾斜板の外周部を連結し軸方向に延びる複数の混練板と
を有する、ことを特徴とする請求項１又は２に記載のモルタル連続練り装置。
【請求項４】
　前記モルタル混練軸は、軸心が水平に対し約±３０度の範囲で可変調整可能である、こ
とを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載のモルタル連続練り装置。
【請求項５】
　モルタル用の原料粉体と水からモルタルを連続的に製造する請求項１乃至４のいずれか
に記載のモルタル連続練り装置と、
　原料粉体を内部に保有するホッパーと該ホッパーからモルタル連続練り装置に原料粉体
を間欠的に供給するスクリューフィーダーとを有する粉体供給ホッパーとを備えた、こと
を特徴とする連続練りシステム。
【請求項６】
　さらに、モルタル連続練り装置で製造したモルタルをモルタルホースを介して遠隔地ま
で供給するモルタルポンプを備える、ことを特徴とする請求項５に記載の連続練りシステ
ム。
【請求項７】
　さらに、モルタル用の原料粉体を粉体供給ホッパーからモルタル連続練り装置まで粉体
ホースを介して供給する空気輸送装置を備える、ことを特徴とする請求項５又は６に記載
の連続練りシステム。
【請求項８】
　前記モルタル連続練り装置及び粉体供給ホッパーと、各装置の稼動に必要な電力を発電
する発電機と、モルタル連続練り装置に供給する水を保有する水タンクとを同一の移動台
車上に搭載する、ことを特徴とする請求項５乃至７のいずれかに記載の連続練りシステム
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、モルタル連続練り装置とこれを用いた連続練りシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　建築物の耐震補強工事において、柱や梁に囲まれた既存フレーム内に鉄骨枠付きのブレ
ースや増設壁などを設置し、枠周辺や既存フレームとの間にモルタルを注入して接合する
工法が適用される。以下、かかる工法をグラウト工法と呼ぶ。
　なお、本発明はグラウト工法に限定されず、建築物の耐震補強工事以外のグラウト工事
やモルタルの吹付け工法にも適用することができる。
【０００３】
　グラウト工法に用いられるモルタルは、ブレースや増設壁と枠周辺や既存フレームとの
間を隙間なく完全に埋めるために無収縮モルタルであり、かつ施工に適した高い流動性が
要求される。また、このモルタルは、耐震補強の目的を達成するために、所定の高い圧縮
強度を有する必要がある。
【０００４】
　上述したモルタル性状を得るために、グラウト工法で使用するモルタルには、一般にセ
メント、砂などが予めプレミックスされた無収縮グラウト材が用いられ、この無収縮グラ
ウト材に水を所定の割合で混合してモルタルが製造される。
　また、所定のモルタル性状を得るために、従来はハンドミキサや専用のミキサを用いて
、５０～１００Ｌの少量づつをバッチで製造している。
【０００５】
　しかし、大規模な耐震補強工事では、大量のモルタルを必要とするため、従来のバッチ
処理では生産性が低く、工期が長くなりすぎる問題がある。
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